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京
都
哲
學
會
規
約

一
、
本
會
は
廣
義
に
お
け
る
哲
學
の
研
究
と
そ
の
普
及
を
燗
る

こ
と
を
旨
的
と
す
る

一
、
右
の
目
的
の
た
め
に
左
の
事
業
を
行
う

9
　
毎
月
一
回
會
誌
「
哲
學
研
究
」
を
螢
行
ず
る

昌
　
毎
年
公
開
講
演
曾
を
開
く

飼
　
随
蒔
研
究
會
を
開
く

一
、
本
會
の
事
業
を
遂
行
す
る
た
め
に
委
員
若
干
名
を
お
く

委
員
は
京
都
大
學
文
學
部
哲
學
科
教
宮
及
び
委
員
會
に
お
い

て
推
薦
し
た
も
の
に
委
蠕
す
る

一
、
本
門
に
賛
助
員
若
干
名
を
お
く
　
賛
助
員
は
會
員
の
中
か

ら
委
員
會
が
推
薦
す
る

一
、
本
愈
は
會
員
組
織
と
し
會
員
に
は
資
格
の
制
限
を
設
け
な

い
　
學
校
・
圓
書
館
・
其
他
の
團
膿
は
圏
髄
の
名
を
以
て
入

會
す
る
こ
と
が
で
き
る

一
、
會
員
は
會
費
と
し
て
年
一
、
五
〇
〇
圓
（
會
誌
十
二
既
分

を
含
む
）
を
前
納
す
る

但
し
　
二
回
又
は
三
回
に
分
納
す
る
こ
と
も
で
き
る

一
、
會
員
は
歯
誌
の
配
布
を
受
け
會
誌
に
豫
告
す
る
諸
種
の
行

事
に
出
席
す
る
こ
と
が
で
き
る

一
、
本
愈
は
事
務
所
を
京
都
大
學
文
學
部
内
に
お
く

一
、
規
約
の
改
正
は
委
員
會
の
決
定
に
よ
る
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聞
題
に
新
し
い
局
面
を
打
開
し
よ
う
と
す
る
の
が
我
々
の
蔭
論
見
な
の
で
あ
る
。
し
か
し
ω
¢
篭
。
。
。
蒙
。
と
は
何
で
あ
る
か
、
そ
れ
は
意

味
の
構
成
原
理
と
し
て
如
何
な
る
役
目
を
果
し
得
る
だ
ろ
う
か
、
そ
れ
が
我
々
の
次
の
問
題
で
あ
る
。
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学
研
究
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四
百
八
十
畳

七
八

客
観
的
規
準
を
求
め
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
し
て
我
々
が
か
か
る
立
場
か
ら
遵
徳
を
問
題
と
す
る
時
に
は
、
現
在
で
は
あ
ま
り
人
気
の
な
い

実
践
理
性
と
い
う
書
葉
の
意
味
を
、
も
う
一
度
よ
く
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
了
）

　
（
1
）
　
9
じ
づ
“
窯
o
o
目
ρ
℃
昏
ざ
帯
ぼ
騨
費
ざ
2
や
δ
●

　
（
2
）
　
o
頃
．
◎
や
鼠
『
や
×
”
ワ
置
蒔

　
（
3
）
　
o
瞥
艶
魯
》
器
さ
い
舞
融
舞
σ
q
o
”
8
壁
爵
磐
山
じ
。
α
q
登
§
巷
「
＜
H
．

　
（
4
）
　
o
℃
．
9
幹
や
に
b
◎
甲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
筆
者
　
蜜
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
〔
哲
学
〕
博
士
課
程
学
生
）

　
次切

写前

意
味
の
問
題
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
：
山

　
1
「
意
味
の
研
究
」
典
の
一
一

苦
し
み
の
場
所
…
：
…
…
…
…
…
・
…
…
森
口
美
榔
男

作
贔
の
構
造
…
…
・

・
…
…
…
陸
田
博
衛



　
　
　
　
會
　
　
　
告

一
、
本
會
は
會
員
組
織
と
し
會
員
に
は
資
格
の
制
限
を
設
け
ま

　
せ
ん
、
入
會
希
墾
の
方
は
京
都
市
左
京
塵
吉
田
京
都
大
學
文

學
部
内
京
都
哲
學
禽
（
振
替
口
座
京
都
四
〇
三
九
番
　
京
都

　
哲
學
會
）
宛
に
規
定
の
魯
費
（
年
一
、
五
〇
〇
圓
又
は
孚
年

七
五
〇
圓
）
を
お
沸
込
下
さ
い

　
又
魯
員
へ
の
町
回
送
付
、
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
購
入
、
及
び
螢

費
に
關
す
る
一
切
は
東
京
都
千
代
閏
三
代
宮
町
二
　
創
文
批

　
（
振
替
ロ
座
東
京
九
二
四
七
二
番
創
文
面
）
宛
に
願
い
ま
す

一
、
魯
費
切
れ
の
場
合
は
封
筒
に
「
前
金
切
」
の
印
を
捺
し
ま

す
か
ら
薩
ち
に
京
都
哲
學
會
宛
御
携
込
下
さ
い
、
　
（
一
年
分

又
は
孚
年
分
、
會
費
は
原
則
と
し
て
本
誌
十
二
冊
（
又
は
六

冊
）
の
送
附
濟
を
以
て
前
金
切
れ
と
し
、
一
三
の
三
更
共
他

　
の
事
情
に
よ
る
過
不
足
は
一
年
（
又
は
牛
年
）
毎
に
精
算
し

ま
す

一
、
會
員
の
韓
書
入
退
曾
の
事
務
及
び
編
集
事
務
の
一
切
は
京

都
哲
學
會
宛
に
御
通
知
下
さ
い

一
、
本
誌
の
編
集
に
回
す
る
通
儒
・
新
刊
書
・
寄
贈
雑
誌
等
は

本
會
宛
に
お
送
り
下
さ
い
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肖
、
愈
員
以
外
の
購
三
者
の
御
註
文
及
び
廣
告
掲
載
に
關
す
る

件
は
「
長
文
砒
」
へ
御
申
込
下
さ
い
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{
誌
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御
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文
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送
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煎
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